
Ⅲ　博学連携事業
　　「協力校・パートナーズプログラム」
　　について
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・

 

当館の教育普及事業について先生方と意見交換を行う場として、2006 年度に「博物館利

用検討委員会」（以下、利用検討委員会）を設置した。委員は長崎市教育委員会の推薦を受

けた小・中学校教員 3 名ずつと、当館の学校担当の研究員で構成し年間 5 回協議の場を設

けた。 
利用検討委員会では、学校担当の研究員が制作した教育ツールを事前にメンバーに送付

し、会議の場で意見交換をおこないながら、2 年間実施した。成果物としてワークシートや

常設展に設置する子ども向けキャプションを制作している。 
これらの成果物は実施前に、委員による試行をおこなっている。ワークシートは委員が

担任する 5 年生のクラスが実際に博物館で試行し、所要時間や問題点を洗い出した。また

貸出教材は、学校での掲示や研究授業、文化祭で使用するなど可能な限り事前評価につとめ、

成果物に反映させている。  
 

・

博物館利用検討委員会の成果をもとに、対象を県内小中学校・高等学校の教員に広げ、

より開かれた教育普及活動を目指すため、「協力校・パートナーズプログラム」を設置した。 
「協力校・パートナーズプログラム」は、①長崎歴史文化博物館と県内の学校教員との

相互理解を深め、学校教育を通じた博物館利用に関する連携を強化すること、②当館を使

った効果的な活用方法について、教員と当館研究員が共同して授業実践をおこない、すぐ

れた活用事例をつくること、③小中学校や高等学校の違いを超えて教員・当館研究員・当

館ボランティアが情報交換する機会とすること、④長崎の歴史や文化に興味関心のある教

員を対象とした研修の機会とすることを目的としている。 
「協力校・パートナーズプログラム」の参加者は近隣の学校が、学校単位で参加する「協

力校」と県内の小中学校、高等学校の教員が個人で参加する「パートナーズプログラム」

に分かれているが、研修会など活動は合同でおこなっている。 

活動は年度初めの説明会に続き、２ヶ月に１回を目安に研修会を開催している。研修会

では企画展や常設展の見学と、実践事例や実践計画、当館の教育普及事業について情報交

換をおこなっている。また当館研究員が長崎の歴史や文化に関する特別講座をおこなうほ

か、学校教育の場で当館をより効果的に活用できるような学習素材や展示内容の検討をお

こなっている。参加者には可能な範囲内で出席を依頼している。 

研修会では、「小学生向けの解説方法について」「学校団体申込書のフォーマット」「ボラ

ンティア・先生・当館研究員を交えた意見交換会」「出張授業の形式」「常設展示室リニュ

ーアルによる子ども向け解説・体験コーナーの設置」など毎年数多くの成果を上げている。 

この制度を設置した当初、参加者は博物館近隣の小学校教員が多かったが、参加者の同
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僚や知人の教員への紹介で、参加者の輪が広がりつつある。また公立・私立の中学校や高

等学校、特別支援学校の教員が参加することで、校種を超えた相互理解や交流の場にもな

っている。 

参加者には特典として、①学校行事の一環として博物館を利用する場合には、常設展・

企画展（自主企画のみ）とも引率の教員を含め無料、②メンバーズカードの提示により担

当の先生に限り、常設展・企画展とも観覧無料、③出張授業や移動博物館の優先開催、④

公式ガイドブック、企画展図録の贈呈などをおこなっている。 

また参加者に当館の学習素材（学校向けプログラム、貸出教材、出張授業）を活用した

授業、実践内容を実践報告シートにまとめてもらい、活動報告会での報告もしくは授業実

践が難しい場合は授業案の提出を依頼している。 

 

本章では 2008 年度から 2011 年度までに「協力校・パートナーズプログラム」参加者よ

り、提出された実践報告シートを校種ごとに掲載している。 

当館研究員と学校が連携し、作り出した「実践」の成果をまとめたものである。

 
（当館教育普及グループ 研究員 下田幹子） 
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・

 

研修会 開催日 研修内容 

第 1回 7 月 17 日（土） 趣旨説明、実践事例に関する情報交換、学校向けプログラムの体験 

第 2回 9 月 27 日（土） 実践事例に関する情報交換、報告フォーマットに関する意見交換、バック

ヤードツアー 

第 3回 11 月 15 日（土） 実践事例に関する情報交換、常設展示の学年別対応状況に関する調査、団

体申込書書式に関する意見交換 

第 4回 1 月 10 日（土） 実践事例に関する情報交換会、常設展示の学年別対応状況に関する調査、

団体申込書書式に関する意見交換 

報告会 2 月 29 日（土） 実践報告 

 

��校�加校 （小学校・中学校 各 3校） 

橋本貴亮（長崎市立桜町小学校）、小川希巳絵（長崎市立上長崎小学校）、森山哲（長崎市立伊良林小学

校）、山野健二（長崎県立長崎東中学校）、小田教哉（長崎市立桜馬場中学校）、中野浩一（長崎市立片淵

中学校） 

 

�ート�ー�・プログラム�加者  

○小学校（17 名） 

赤瀬妙子・宇土剛・平健太・田崎勇・田中耕太郎・中尾里香子・林田巧・東啓子・福崎徹・松本治子・

山口由美（長崎市立伊良林小学校）、川口邦春・中山美加（長崎市立西山台小学校）、梅林一城（長崎市

立晴海台小学校）、川端健一（長崎市立西城山小学校）、福田浩久（西海市立瀬戸小学校）、松尾惠子（長

崎市立虹が丘小学校）、村上兼一（長崎市立稲佐小学校） 

○中学校（2名） 

小林正一（精道三川台中学校）、野口孝（長崎市立戸町中学校） 

 

研修会 開催日 研修内容 

説明会 5 月 16 日（土） 趣旨説明、実践事例に関する情報交換、学校向けプログラムの体験 

第１回 6 月 28 日（土） 実践事例に関する情報交換、学校向けプログラム（企画展）の体験、研究

員による常設展示解説講座 

第 2回 9 月 26 日（土） 実践事例に関する情報交換、３者（先生・ボランティア・研究員）交流会 

第 3回 11 月 14 日（土） 実践事例に関する情報交換、こども向け解説に関する意見交換 

第 4回 2 月 6 日（土） 実践事例に関する情報交換、教育用体験キットに関する意見交換 

報告会 2 月 20 日（土） 実践報告 

 

��校�加校（小学校・中学校　各3 校） 
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山田裕介（長崎市立桜町小学校）、前田雄司（長崎市立上長崎小学校）、森山哲（長崎市立伊良林小学校）、

松本英樹（長崎市立諏訪小学校）、山野健二（長崎県立長崎東中学校）、井手一夫（長崎市立片淵中学校）、

（長崎市立桜馬場中学校）

 

�ー��ー�・������加� 

○小学校（12 名） 

岩隈佳子（長崎市立高浜小学校）、梅林一城（長崎市立畝刈小学校）、加藤尊城（長崎市立小ヶ倉小学校）、

川口邦春・中山美加（長崎市立西山台小学校）、川端健一（長崎市立西城山小学校）、小林輝子（長崎市

立日見小学校）、田中英明（長崎市立村松小学校）、西村慎一郎（長崎市立晴海台小学校）、福田浩久・深

堀昭三（西海市立瀬戸小学校）、松尾惠子（長崎市立虹が丘小学校） 

○中学校（1名） 

小林正一（精道三川台中学・高等学校） 

○高等学校（1名） 

小嶺嘉浩（島原中央高等学校） 

 

研修会 開催日 研修内容 

説明会 5 月 15 日（土） 趣旨説明と昨年の活動報告、今年度の活動計画に関する意見交換 

第１回 7 月 17 日（土） 実践事例に関する情報交換、常設展示室の改善点のチェック 

第 2回 8 月 21 日（土） 実践事例に関する情報交換、常設展示の点検、バックヤードツアー 

第 3回 10 月 2 日（土） 実践事例に関する情報交換、研究員による常設展示解説講座 

第 4回 11 月 20 日（土） 実践事例に関する情報交換会、常設展示改修計画の進捗状況報告 

第 5回 1 月 29 日（土） 実践事例に関する情報交換、研究員による常設展示解説講座 

報告会 2 月 20 日（土） 実践報告 

 

��校�加校（小学校 3校、中学校 2校） 

山田裕介（長崎市立桜町小学校）、安達亜紀子（長崎市立上長崎小学校）、坂本陽一（長崎市立諏訪小学

校）、山崎浩一（長崎県立長崎東中学校）、中野浩一（長崎市立片淵中学校） 

 

�ー��ー�・������加� 

○幼稚園（1名） 

小嶺典子（有明幼稚園） 

○小学校（12 名） 

梅林一城（長崎市立畝刈小学校）、加藤尊城（長崎市立深堀小学校）、桑原重久・田中英明・南部弥生・

山田俊介（長崎市立村松小学校）、小林輝子（長崎市立日見小学校）、中山美加（長崎市立西山台小学校）、

西村慎一郎（長崎市立為石小学校）、深堀昭三（長崎市立女の都小学校）、福田浩久（西海市立瀬戸小学

校）、松尾惠子（長崎市立虹が丘小学校） 

○中学校（4名） 
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上田清人（長崎市立茂木中学校）、小林正一（精道三川台中学・高等学校）、袖山道典（純心中学校）、田

中康之（諫早市立飯盛中学校）、 

○高等学校（6名）  

安達典久（長崎県立長崎西高等学校）、岩永崇史（活水高等学校）、小嶺嘉浩・的野幸一郎（島原中央高

等学校）、陶山美紀（長崎県立希望が丘高等特別支援学校）、橋本正信（長崎県立長崎明誠高等学校） 

 

 
��校�加校 （小学校 1 校） 
山田裕介（長崎市立桜町小学校） 
 
パー��ー�・プログラム�加� 
○小学校（15 名） 
安達亜紀子（長崎市立上長崎小学校）、梅林一城（南島原市立飯野小学校）、江嶋弘海・中山美加・村井

豊（長崎市立西山台小学校）、加藤尊城（長崎市立深堀小学校）、桑原重久・田中英明・朝長浩二・南部

弥生・山田俊介（長崎市立村松小学校）、小林輝子（長与町立長与南小学校）、深堀昭三（長崎市立女の

都小学校）、福田浩久（西海市立瀬戸小学校）、松尾惠子（長崎市立朝日小学校） 
○中学校（1 名） 
小林正一（精道三川台中学・高等学校） 
○高等学校（7名） 
岩永崇史・貝野尚子（活水高等学校）、小嶺嘉浩・的野幸一郎（島原中央高等学校）、袖山道典（純心中

学校・純心女子高等学校）、橋本正信（長崎県立長崎明誠高等学校）、藤村誠（長崎県立鳴滝高等学校定

時制昼間部） 
○その他（1 名） 
古賀亮介 
 
 
 

研修会 開催日 研修内容 

説明会 5 月 14 日（土） 趣旨説明と昨年の活動報告、今年度の活動計画に関する意見交換 

第１回 6 月 25 日（土） 実践事例に関する情報交換、ボランティアとの意見交換 

第 2回 8 月 24 日（土） 常設展示にリニューアルに伴う子ども向け解説パネルの検討 

第 3回 10 月 15 日（土） 実践事例に関する情報交換、子ども向け解説パネルの原稿チェック 

第 4回 11 月 23 日 

（水・祝） 

実践事例に関する情報交換、子ども向け解説パネルの原稿チェック、「学

校向けプログラム」の改訂 
第 5回 1 月 21 日（土） 実践事例に関する情報交換、「学校向けプログラム」の改訂、リニューア

ル現場の視察 
報告会 2 月 25 日（土） 実践報告、リニューアルに関する概要説明 
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